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１ ． 長 寿 命 化 修 繕 計 画 の 背 景 と 目 的  

 

１ ） 背 景  

神 津 島 村 で は ，5橋 の 橋 梁 を 管 理 し て お り ，橋 梁 に 対 す る 耐 震 補 強 工 事 及 び

補 修 工 事 を 定 期 的 に 行 っ て ま い り ま し た 。 平 成 ２ ２ 年 度 に 「 道 路 台 帳 更 新 作

業 委 託 （ 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 編 ） 」 を 策 定 し て い る が 、 平 成 ２ ６ 年 に 一 部

改 正 さ れ た 道 路 法 施 行 規 則 第 ４ 条 の ５ の ６ の 規 定 に 基 づ く 点 検 結 果 が 反 映 さ

れ た も の で は な い 。 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 道 路 法 施 行 規 則 第 ４ 条 の ５ の ６ の 規 定

に 基 づ く 点 検 を 実 施 し て お り 、 令 和 ３ 年 度 に ３ 巡 目 の 点 検 を 行 っ た と こ ろ で

あ る 。 神 津 島 村 で は 、 橋 梁 の 長 寿 命 化 お よ び 維 持 管 理 費 の 縮 減 や 平 準 化 の た

め ， 管 理 す る ５ 橋 を 新 た な 計 画 対 象 橋 梁 と し て 、 修 繕 計 画 策 定 の 更 新 を 行 い

ま し た 。  

 

２ ） 目 的  

上 述 の よ う な 背 景 か ら 、神 津 島 村 で は 、点 検 結 果 に 基 づ き 行 う 修 繕（ 設 計 、

工 事 ） に 対 し て 、 管 理 す る 橋 梁 の 修 繕 及 び 架 替 等 に 係 る 費 用 の 縮 減 や 平 準 化

を 図 る た め 策 定 し た 「 神 津 島 村 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 」 に つ い て 、 「 新 技 術

の 活 用 」 、 「 集 約 化 ・ 撤 去 」 を 検 討 し た 上 で 改 定 す る こ と で 、 よ り 一 層 の 修

繕 費 用 や か け 替 え 費 用 の 低 減 化 を 促 進 す る 。  

 

２ ． 長 寿 命 化 修 繕 計 画 の 対 象 橋 梁  

 本 計 画 が 対 象 と す る 橋 梁 は 、 次 の と お り で す 。  

表 ― １  計 画 対 象 橋 梁 一 覧  

番
号  

橋 梁 名  路 線 名  
橋 長  
(ｍ )  

幅 員  
(ｍ )  

建 設  
年 度  

経 過  
年 数  

構 造 形 式  

1  潮 見 橋  村 道 5 号 線  1 6 . 7 0  6 . 7  昭 和 6 1 年  3 6  P C 橋 桁 橋  

2  松 工 橋  村 道 1 号 線  1 5 . 7 5  6 . 2  昭 和 6 2 年  3 4  P C 橋 桁 橋  

3  千 歳 橋  村 道 3 - 1 2 号 線  1 3 . 7 5  7 . 8  平 成 3 年  3 1  P C 橋 桁 橋  

4  天 神 橋  村 道 3 - 1 0 号 線  1 9 . 5 0  7 . 4  昭 和 5 4 年  4 3  P C 橋 桁 橋  

5  や よ い 橋  村 道 2 1 - 1 号 線  2 7 . 0 0  7 . 3  昭 和 5 1 年  4 6  P C 橋 桁 橋  
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表 ― １  計 画 対 象 橋 梁 数  

長 寿 命 化 修 繕 計 画 橋 梁 数  橋 梁 数  

 H 2 2年 度 計 画 策 定 橋 梁 数  5  

R 4年 度 計 画 策 定 橋 梁 数  5  

 

神 津 島 村 が 管 理 す る ５ 橋 は 河 川 橋 で あ り 、 人 口 集 積 地 に 位 置 し て い ま す 。

こ の た め ， 橋 梁 全 体 状 況 を 統 括 し 、 修 繕 を 引 き 続 き 進 め て い く 必 要 が あ り ま

す 。 現 在 、 一 般 に 橋 梁 の 維 持 管 理 寿 命 と い わ れ る 建 設 後 5 0年 を 超 え る よ う な

高 齢 化 橋 梁 が な い が 、1 0年 後 に 建 設 後 5 0年 を 超 え る 橋 り ょ う が 2橋 に な り 、2 0

年 後 に 全 5橋 が 建 設 後 5 0年 を 超 え る 橋 梁 に な る 。こ の よ う に 、今 後 神 津 島 村 内

の 橋 梁 の 高 齢 化 が 急 速 に 進 む こ と が 想 定 さ れ る こ と か ら 、 維 持 管 理 費 用 の 増

加 に 伴 う 財 政 的 負 担 の 増 大 が 懸 念 さ れ ま す 。  

図 ― １  橋 梁 供 用 年 数  

 

３ ． 健 全 度 の 把 握 及 び 日 常 的 な 維 持 管 理 に 関 す る 基 本 的 な 方 針  

１ ） 健 全 性 の 把 握  

神 津 島 村 で は 、 平 成 ２ ９ 年 度 か ら 橋 梁 に 対 し て 、 道 路 法 施 行 規 則 第 ４ 条 の

５ の ６ に 基 づ く 定 期 点 検 を 実 施 し ま し た 。 橋 梁 の 健 全 性 は 、 「 橋 梁 の 点 検 要

領 （ 東 京 都 建 設 局 ） 」 に 定 め た 総 合 健 全 度 判 定 式 お よ び 「 道 路 橋 定 期 点 検 要

領 （ 国 土 交 通 省 ） 」 に 定 め た 健 全 性 区 分 に 基 づ き 、 把 握 し て い ま す 。  
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表 ― ２  総 合 健 全 度 判 定 「 橋 梁 の 点 検 要 領 （ 東 京 都 建 設 局 ） 」  

総 合 評 価  総 合 健 全 度 判 定  措 置  

Ｅ  危 険  

橋 梁 の 点 検 要 領 （ 東 京 都 建 設 局 ）  
４ .８ 総 合 健 全 度 判 定 に よ る 。  

―  

Ｄ  注 意  記 録  

Ｃ  や や 注 意  必 要 に 応 じ
て 、 動 態 観
測 ・ 詳 細 調 査
等 を 実 施  Ｂ  ほ ぼ 健 全  

Ａ  健 全  
確 認  
緊 急 補 修 等  

 

表 ― ３  健 全 性 区 分 「 道 路 橋 定 期 点 検 要 領 （ 国 土 交 通 省 ） 」  

区 分  状  態  

Ⅰ  健 全  構 造 物 の 機 能 に 支 障 が 生 じ て い な い 状 態 。  

Ⅱ  予 防 保 全 段 階  
構 造 物 の 機 能 に 支 障 が 生 じ て い な い が 、 予 防 保 全
の 観 点 か ら 措 置 を 講 ず る こ と が 望 ま し い 状 態 。  

Ⅲ  早 期 措 置 段 階  
構 造 物 の 機 能 に 支 障 が 生 じ る 可 能 性 が あ り 、 早 期
に 措 置 を 講 ず べ き 状 態 。  

Ⅳ  緊 急 措 置 段 階  
構 造 物 の 機 能 に 支 障 が 生 じ て い る 、 又 は 生 じ る 可
能 性 が 著 し く 高 く 、 緊 急 に 措 置 を 講 ず べ き 状 態 。  

 

令 和 ３ 年 度 に 実 施 し た 定 期 点 検 の 結 果 に つ い て 、健 全 性 区 分 Ⅱ が 4橋 で 全 体

の 8 0％ を 占 め て い ま す 。健 全 性 区 分 Ⅳ 、Ⅲ は な い 。総 合 評 価 に つ い て 、区 分 C

の 2橋 、 区 分 Bの 2橋 、 区 分 Aの 1橋 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ― ２  管 理 対 象 橋 梁 の 健 全 性 状 況  
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２ ） 日 常 的 な 維 持 管 理 に 関 す る 基 本 的 な 方 針  

橋 り ょ う 等 を 良 好 な 状 態 に 保 つ た め 、 日 常 的 な 維 持 管 理 と し て 、 パ ト ロ ー

ル 、 清 掃 な ど を 徹 底 し ま す 。  

軽 微 な 損 傷 や 機 能 不 全 及 び 漏 水 に 対 し て は 、 予 防 的 保 全 処 置 と し て 簡 易 な

処 理 を 講 じ て 劣 化 要 因 を 早 期 に 解 明 し 、 除 去 し ま す 。  

地 震 等 が 発 生 し た 場 合 は 、 橋 り ょ う 等 の 状 態 を 確 認 す る た め に 行 う 臨 時 点

検 な ど を 実 施 し ま す 。  

 

４ ． 老 朽 化 対 策 に お け る 基 本 方 針  

神 津 島 村 で は 、 「 予 防 保 全 型 」 の 管 理 を 基 本 と し 、 健 全 性 Ⅱ を 管 理 水 準 と

し ま す 。 よ っ て 、 予 算 の 範 囲 内 で 優 先 度 な ど を 考 慮 し 、 Ⅱ 判 定 と 診 断 さ れ た

場 合 は 、 速 や か に 修 繕 を 行 い 、 修 繕 後 の 橋 梁 が 健 全 性 Ⅰ に 回 復 す る よ う に し

ま す 。  

 

予 防 保 全 型 の 管 理 方 針 は 表 － ４ に 示 し ま す 。  

表 － ４  予 防 保 全 型 の 管 理 方 針  

健 全 性 の 区 分  管 理 方 針  修 繕 優 先 度  

Ⅰ  健 全  
健 全 な 状 態 で あ る た め 、 修 繕 の 対 象 外

と し ま す 。  

 
低  

 
 
 
 
 
 
 
 

高  

Ⅱ  予 防 保 全 段 階  
予 防 保 全 の 観 点 か ら 、 予 算 の 範 囲 内 で

必 要 な 対 策 を 計 画 的 に 実 施 し ま す 。  

Ⅲ  早 期 措 置 段 階  
５ 年 以 内 に 優 先 し て 修 繕 を 実 施 す る こ

と を 基 本 と し ま す 。  

Ⅳ  緊 急 措 置 段 階  
緊 急 措 置 が 必 要 な 状 態 で あ る た め 、 本

計 画 の 対 象 外 と し ま す 。  
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５ ． 対 象 橋 梁 の 長 寿 命 化 及 び 修 繕 に 係 る 費 用 の 縮 減 に 関 す る 方 針  

予 防 的 な 修 繕 等 の 実 施 を 徹 底 す る こ と に よ り 、 劣 化 が 顕 在 化 す る 前 に 健 全

度 を 回 復 さ せ る こ と で 、 維 持 管 理 費 を 削 減 し ま す 。 ま た 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル

を 確 実 に 実 行 す る こ と で 、 計 画 的 な 維 持 管 理 を 実 施 し て い く こ と と し ま す 。  

実 施 可 能 な 計 画 を 策 定 す る た め に 、 補 修 事 業 の 前 倒 し や 先 送 り を 調 整 し 、

中 ・ 長 期 計 画 に お け る 年 間 予 算 の 平 準 化 を 行 い ま す 。  

 

６ ． 対 象 橋 梁 の 主 な 対 策 工 法  

橋 梁 の 修 繕 は 、 最 新 の 点 検 結 果 に 基 づ き 橋 梁 の 健 全 性 、 重 要 度 及 び 経 過 年

数 の 順 に 優 先 度 を 考 慮 し 、 計 画 的 に 修 繕 を 実 施 し ま す 。 橋 梁 修 繕 の 際 に は 、

以 下 に 代 表 的 な 対 策 工 法 の 事 例 を 示 し ま す 。  

 

７ ． 新 技 術 の 活 用 に 関 す る 方 針  

橋 梁 定 期 点 検 を 実 施 す る 際 に は 、 点 検 支 援 技 術 性 能 カ タ ロ グ （ 案 ） や 新 技

術 情 報 提 供 シ ス テ ム（ N E T I S）な ど を 参 考 に し 、コ ス ト 削 減 及 び 事 業 の 効 率 化

を 図 る た め 、 点 検 新 技 術 等 の 活 用 を 検 討 し ま す 。  

修 繕 な ど の 事 業 を 実 施 す る 際 に は 、新 技 術 情 報 提 供 シ ス テ ム（ N E T I S）な ど

を 参 考 に し 、 コ ス ト 削 減 及 び 品 質 向 上 を 図 る た め 、 新 技 術 、 新 工 法 等 の 活 用

を 検 討 し ま す 。  

 

８ ． 集 約 化 ・ 撤 去 に 関 す る 方 針  

今 後 、 厳 し い 財 政 状 況 が 予 測 さ れ る 中 で 効 率 的 か つ 着 実 に 修 繕 を 実 施 し て

い く た め に 、 人 口 減 少 や 土 地 利 用 の 変 化 な ど 社 会 構 造 の 変 化 に 伴 う 利 用 状 況

を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ て 橋 梁 の 集 約 化 ・ 撤 去 を 検 討 し ま す 。  

神 津 島 村 が 管 理 す る 5橋 梁 に つ い て 、当 面 の 間 、保 全 を 図 り つ つ 維 持 し ま す

が 、 社 会 生 活 や 日 常 生 活 に 影 響 が 小 さ い 橋 や 地 元 住 民 か ら 集 約 化 や 撤 去 に つ

い て の 要 望 が あ っ た 場 合 に つ い て は 、集 約 化 ま た は 撤 去 が 可 能 か 検 討 し ま す 。 

部 材 の 種 類  代 表 的 な 補 修 工 法  

コ ン ク リ ー ト 部 材  表 面 含 浸 工 、 ひ び 割 れ 注 入 工 、 断 面 修 復 工 等  

そ の 他  橋 面 防 水 工 、 舗 装 打 換 等  
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９ ． 短 期 的 な 数 値 目 標 及 び そ の コ ス ト 縮 減 効 果  

修 繕 や 点 検 な ど の 事 業 の 実 施 に あ た っ て は 、 新 技 術 等 の 活 用 を 検 討 し 、 コ

ス ト 縮 減 や 事 業 の 効 率 化 を 図 り ま す 。  

令 和 ６ 年 度 ～ 令 和 １ ０ 年 度 の ５ 年 間 に お け る 方 針 は 、修 繕 対 象 ５ 橋 の う ち 、

主 部 材 健 全 性 が Ⅱ の ２ 橋 で 新 工 法 の 活 用 し 、 従 来 技 術 を 使 用 し た 場 合 と 比 較

し て 7 2万 円 の コ ス ト 縮 減 を 目 指 し ま す 。  

 

１ ０ ． 長 寿 命 化 修 繕 計 画 に よ る コ ス ト 縮 減 効 果  

全 橋 梁 に つ い て 、 対 症 療 法 型 維 持 管 理 を 行 っ た 場 合 と 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計

画 に 基 づ く 予 防 保 全 型 維 持 管 理 を 行 っ た 場 合 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト を 試 算

し た 。  

今 後 5 0年 間 に 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 に 基 づ く 計 画 的 維 持 管 理 を 行 っ た 場 合 、

ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト は 、 従 来 型 維 持 管 理 と 比 べ 、 7 . 7億 円 か ら 3 . 7億 円 （ ▲

4 . 0億 円 ） に 減 少 し 、 約 5 1 . 9％ の 縮 減 効 果 が 見 込 ま れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 後 2 0年 間 に 全 5橋 は 供 用 後 5 0年 を 超 え る た め 、計 画 的 維 持 管 理 に よ る 長 寿

命 化 に よ り 、 今 後 5 0年 間 に お い て 橋 梁 補 修 の 集 中 と 橋 梁 の 急 速 な 劣 化 を 事 前

に 防 ぐ こ と 、 計 画 的 な 予 算 に よ っ て ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト を 最 小 限 に す る こ

と が 可 能 と な っ た こ と が あ げ ら れ る 。  
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１ １ ． 対 象 橋 梁 ご と の 概 ね の 次 回 点 検 時 期 及 び 修 繕 内 容 ・ 時 期 又 は 更 新 時 期  

別 紙 ― 1に よ る  

 

１ ２ ． 計 画 策 定 担 当 部 署 お よ び 意 見 聴 取 し た 専 門 知 識 を 有 す る 学 識 経 験 者  

１ ） 計 画 策 定 担 当 部 署  

  神 津 島 村 役 場  建 設 課  Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ４ ９ ９ ２ － ８ － ０ ０ １ １  

 

２ ） 意 見 聴 取 し た 専 門 知 識 を 有 す る 学 識 経 験 者  

  芝 浦 工 業 大 学  工 学 部  土 木 工 学 科  勝 木 太 教 授   


